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水都やながわ information
柳川市民文化会館　

公式サイト

【開館時間】�午前 9時～午後10時、月曜休館
【問い合わせ】☎0944・73・7777

広報やながわ 2026.10 月

●日時　10 月 16 日（金）午後 7 時～
（約 60 分）
●料金　無料
●出演　古賀理

り さ

紗（ソプラノ）

ロビーコンサート

●日時　10 月 8 日（木）①午前 10 時
～②午前 11 時～
●料金　1 組 500 円
●講師　CHIAKI

リトミックひろば第2
木曜定例

イ
ベ
ン
ト

第3
金曜

中本マリ JAZZ LIVE
歌声と表現力で多くの人を魅了するステージ

　1970 年にジャズ・ボーカリストとしてデビュー以
来、数々の名盤をリリースし、ジャズ・ディスク大
賞日本ヴォーカル賞をはじめ数々の賞を受賞してき
た中本マリさん。今回のライブでは、柳川観光大使
で実力派ギタリストの田口悌

て い じ

治さん、ベーシストの
丹
に わ

羽肇
はじめ

さんの演奏と共に、中本さんの歌声がイベン
トホールに響き渡ります。卓越した歌声と表現力で
多くのファンを魅了するステージをぜひお楽しみく
ださい。
●日時　10月18日（日）午後3時開演（開場は30分前）
●会場　イベントホール
●入場料（全席自由）　4000 円（当日券は 4500 円）、
ソフトドリンク１杯付、未就学児入場不可
●出演　中本マリ（ボーカル）、田口悌治（ギター）、
丹羽肇（ベース）
●チケット販売　水都やながわで販売中

　知的障がい者の両親のもとに生まれ
た高子。一時は周囲と違う両親を恥じ
て荒れるも、高子を変えた母・清子の
思い出とは。幸せとは何か、貧しくと
も豊かな家庭とは、心温まる映画をぜ
ひお楽しみください。
●日時　11 月 21 日（土）午後 2時開

演（開場は 30分前）
●会場　白秋ホール
●入場料（全席自由）　前売一般＝
1300 円、当日一般＝ 1800 円、当日障
害者手帳割引・学生割引＝ 1000 円
●チケット販売　水都やながわで販売
中

こども家庭庁こども家庭審議会推薦作品

映画「わたしのかあさん -天使の詩 -」
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　日本が近代国家を目指した明治維新期は、社会の
しくみが大きく変わった時期です。教育の分野では、
国民全てが受けられる等しい教育を理念としました
が、財源・人員・設備などが不足していました。特
に、教科書の不足は大きな課題でした。そうした需
要に応じるべく、続々と新しい教科書が作られます。
柳川の笠

か さ ま

間益
えきぞう

三が著した ｢日
に ほ ん

本略
りゃくし

史 ｣ は、その中で
も広く使用された教科書の一つです。
　益三は弘

こ う か

化元（1844）年に柳河藩の儒者の家に生
まれました。藩校伝習館で句

く と う し

読師 ( 漢文の読み方の
指導者 ) を勤めていましたが、慶応 3（1867）年、
藩命によって昌

しょうへいざか

平坂学
がくもんしょ

問所 ( 江戸幕府の教育施設 )
に遊学します。教育機関の改編が進み、明治 3（1870）
年に同所が廃止されると、慶応義塾に入塾して学問
を続けました。戊

ぼ し ん

辰戦争の影響が依然として残る中
で、学問に励む益三の心境は、「成

なるたけ

丈勉学 仕
つかまつりそうろうて

候 而
国
こくおん

恩之
の

萬
まんいちに

一奉
むくいたてまつりたきしんていに

報度心底ニ御
ご ざ

座候
そうろう

( できる限り勉強し
て柳川に恩返ししたい )」という安東裁

さいあん

庵宛書簡の
一文に表れています。
　学業を修めた益三は、明治 5年から陸軍省の陸軍
文庫 (蔵書管理および出版 )に出仕します。その後、

神奈川県師範学校長、柳川中学校橘分校 ( 旧大牟田
市立橘中学校 ) 校長、熊本第五高等中学校 ( 現熊本
大学 )教授を歴任し、明治 30 年、54 歳で没します。
病により職を辞する明治 28 年まで、およそ 16 年に
わたって教育に携わりました。執筆活動も並行して
行い、20点前後の著作が出版されています。
　先に紹介した ｢ 日本略史 ｣ は、明治 6 年に陸軍
文庫より出版された日本史の本で、福岡県をはじ
め多くの学校の教科書として採用されました。そ
の普及率の高さは、注釈を施

ほどこ

した ｢ 鼇
ごうとう

頭日本略史 ｣
( 明治 10 年 )、改訂版の ｢ 新編日本略史 ｣( 明治 11
年 ) といった関連書籍の多さからもうかがうことが
できます。
　「日本略史」巻末の「国

こくせい

勢沿
えんかく

革略
りゃくろん

論」は益三の代表
的な文です。同時代の文章のお手本として ｢ 新

しんせんめい

撰名
家
かぶんしょう

文抄 ｣( 明治 10 年 ) に収録されています。昌平坂
学問所時代に「詩文ともに見るべし ( 見る価値があ
る )」と言われた益三の文は、現在でも、剣術家大
石進

すすむ

の顕彰碑 ( 明治 15 年、大牟田市宮部 )、警視副
総監をつとめた綿貫吉

よしなお

直の墓碑 (明治 25 年、柳川市
三橋町 )など身近な所で見ることができます。

柳川古文書館　宗 章子

新しい時代の教育を支えた笠間益三

【図版2】日本略史の明治11年再版本（安部家文書）【図版1】笠間益三肖像（渡辺家文書）


